
          野球部選手壮行会での大会への意気込み 加藤正靖 

私たちは夏の大会ベスト 8 以上を目標に日々練習に励んできました。試合では、これまで取り組んできたこ

とを信じて戦っていきたいと思います。また、今のチームは多くの人に迷惑をかけ、支えてもらっているチー

ムです。一人一人が多くの人に応援して頂いていることを自覚して、感謝の気持ちを持ってプレーしていきた

いと思います。そして今の仲間たちと少しでも長い夏にできるように頑張っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

第９８回全国高等学校野球選手権福島大会が行われ、本校野球部は、 

２回戦で白河実業高校に勝利しました。 

３回戦では、強豪校の日大東北高校と戦いましたが、善戦するも試合には 

敗れました。しかし、選手たちは最後まで諦めず、正々堂々と戦っていました。 

３年生はこの大会で引退します。 

次は進路目標達成に向けてそれぞれ頑張ってくれることを期待しています。 

 

2 回戦 只見 ４－１  白河実業 

3 回戦 只見 ４－１４ 日大東北(6 回コールド) 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
７月６日、全校生を対象に「携帯･スマホ安全教室」を開催しました。この教室は、生徒が携帯電話・スマート

フォンの利用上の注意点を学び、事件やトラブルから身を守れるようにすることをめざして行われるものです。当

日は、福島県教育センター情報教育チーム主任実習講師の目黒朋子先生に講義をしていただきました。 

 
 

・軽い気持ちで、写真などをネットに載せると、将来就職するときに影響があるかもしれないということを聞いた 

ので、これからはしっかり考えてスマホを使いたいと思った。 

・自分が何気なく投稿したものが、周りの人を傷つけてしまうことがあるということが分かったので、SNSは 

一人ひとりが気をつけて使わなければならないということを改めて思った。 

・ゲーム会社が、自分たちをスマホ依存になるように仕向けているとも言えるという事実を知り、怖いと思った。 

・LINE などでは、相手に正しく自分の気持ちが伝わらない可能性があるということを知ることができた。 

・ながらスマホは自分だけでなく相手の命も奪ってしまうこともあるということを知ったので、絶対にやめようと 

思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年７月２９日 

No．２１０ 

福島県立只見高等学校 

住所 南会津郡只見町大字只見 

字根岸 2358 

電話 0241-82-2148 

http://www.tadami-h.fks.ed.jp/ 
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陸上部選手壮行会での大会への意気込み 目黒誠也 

3 年生の 2 人はこの県総体が最後の大会です。陸上部は多くの人から支えられてきました。地区総体は県

の出場枠が上位 3 名という厳しい条件の中での試合でした。この地区総体を通して選手は記録以上のものを

得たと思います。1，2 年生はこれらを生かし、次の新人戦でも頑張ってほしいと思います。大会では、悔い

の残らないようベストを尽くしたいと思います。 

 

 

         バレーボール部選手壮行会での大会への意気込み 髙橋涼花 

私たちバレーボール部は、県大会初戦で磐城高等学校と対戦します。新チームになり、不安なこともあり

ますが、短い間練習したことを全部出せるようにしたいです。そして、県大会ではどのチームよりも声を出

し、声の量と明るさ、元気さでは１番になれるようにします。県大会ではレベルの高いチームが集まるので、

たくさん学んできたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          大会への意気込み 卓球部 酒井瑞紀・佐藤有佳 

私たち卓球部は、男女共に全員で県大会出場を決めることができました。練習時間が少ない中で、このよう

な結果を残すことができたのは、部員一人一人の集中力と気持ちに他なりません。チーム一丸となって、県大

会にでたいという気持ちで、練習に励んできました。現在は、県大会に向けてより一層練習に励んでいます。

応援よろしくお願いします。 

 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

陸上競技部 
 

福島県総合体育大会陸上競技 

日時 平成２８年７月１４日（木）～１７日（日） 

会場 郡山市 開成山陸上競技場 

出場選手及び結果  

目黒誠也(第６位：男子砲丸投・第１１位：少年男子共通円盤投)   

星 綾音(第１１位：５０００ｍウォーク)  

中山 楓(第１４位：砲丸投) 

 

 

 

 

 

 

 

 

バレーボール部 
 

福島県総合体育大会バレーボール競技 

日時 平成２８年７月７日（木）～８日（金） 

会場 郡山市 安積黎明高校 体育館 

大会結果 只見高校 対 磐城高校 ０－２ 1回戦敗退  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓球部 
  

福島県総合体育大会卓球競技 

日時 平成２８年７月１７日（日）～１９日（月） 

会場 福島市 国体記念体育館 

大会結果 男子団対戦  只見高校 対 須賀川高校    ３－０  1回戦敗退 

    女子団対戦  只見高校 対 磐城桜ヶ丘高校  ３－２  1回戦敗退 

    女子個人戦  大塚琴美 対 桜の聖母学院高校      1回戦敗退  

 

 

 

 

 

 

 



 7 月 14 日（木）に、只見中学校の生徒が高校見学に来ました。 

授業を見学したり、高校生活についての話を聞いたりして、 

高校生活のイメージがついたことと思います。本校の生徒も、中学生を見て 

自分自身を振り返る機会となったようです。 

 

 中学生と面と向かって話をするのは昨年以来のことなので、とても緊張しました。先輩として、しっか

り高校のことを伝えようと思っていたのですが、いざとなると、緊張で上手く話すことができませんでし

た。後半は、生徒会役員の雄矢くんが場を盛り上げてくれたので助かりました。私 1 人でもちゃんと話せ

るように、これからも頑張ろうと思います。私たちは今年で卒業ですが、来年、入学してくる 1 年生が楽

しく生活できることを祈っています。（長谷川夏美） 

 

 高校生活に対して、期待と不安の入り交じったような顔を見て、3 年前の自分を見ているような気分にな

りました。中学生の高校に対するイメージは、聞いていてとても新鮮でした。高校生活は、自分次第で楽

しいものになるか辛いものになるか変わってくると思います。充実した高校生活を送るためにも、今やる

べきことに精一杯取り組んでほしいです。（齋藤咲希） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ようこそ、只見高校へ 
 

只見中高校見学会が行われました 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奥会津学習センター管理人 目黒 良二  

 

「うおぉ～！この辺りに暇を持て余している子は、いないか～」  

「心が病んでいる子は、いないか～」 

 さてさて、「あっ」という間に、新学期から日差しが眩しい夏になりました。 

この学習センターでは、大会が終わり運動部を休んでいる人、退部した人、 

以前の様な一日の流れが変わってしまった生徒などが出て来ました。 

 藤子不二雄 A の「笑うせぇるすまん」に、「あなたの心の隙間を埋めてあげましょう」という 

セリフがあります。そんなセリフに導かれる生徒が出てこない事を願うところです。「あなたは、唯、ボーと

時間を過ごしていませんか？一日中、スマホを触っていませんか？」先頃、バトミントンのオリンピック有

力選手がカジノ店でゲームして、オリンピック候補の内定を剥奪されましたね。プロ野球選手も野球賭博で

捕まりましたね。「スポーツ選手は、勝負事が好きなんです」と、TV では言っていましたが、この選手たち

にとっての代償は大き過ぎるのではありませんか。オリンピックのメダリストの価値は、その人の人生を左

右する価値。それを分かっているはずなのに、魔物が心に入ってきたのでしょうね。夕方の薄暗い時を“黄

昏”といい平安時代は「誰そ彼れ」で人の顔、姿の見分けのつかない頃という意味だそうで、魔物が蠢きだ

す時間帯とも使われていました。闇が人を悩ませるのか！目に見えない存在があるから悩むのか、何だか分

からんが、とりあえず「くわばら、くわばら！」、夜遊びは「控えて控えて」。 

 何人かの寮生は、入試のため、時間を惜しんで勉強している様で、夜遅くまで部屋のライトが点っていま

す。その一点の蛍火には、日々の煩わしさ、不快な出来事を排除し寄せ付けない力が、感じられるのは私だ

けでしょうか。勿論、この生徒たちには、心の隙間に魔物何ぞ来やしない。一瞬の判断や行動を誤らせる事

で、“魔が差す”という言葉がありますが、この魔物は、いつ、その人に入ってきたのでしょうか。元々その

人が培っていたのでしょうか。それとも、新たな魔物との合作。何しろ、魔物と言う奴は、“秋田のなまはげ”

の様に目に見えないから、どこから来るのか、どこに居るのか、自分自身で注意しない事には。 

 「うおぉ～、ここにも居ったわ～、多分年齢は行ってるか～の～」 



 ４月末より総合的な学習の時間に、２学年と３学年を対象に小論文講座を３回実施しました。２学年は

これまで力を入れてきたことについて、３学年は自然科学、看護・医療、教育・保育、社会科学、人文科

学、自己アピールの各分野に分かれて学習してきました。 

 そこで、それぞれのテーマから優秀作品を選び、７月１３日の学習成果発表会で、代表者１０人に発表

してもらいました。緊張しながらも懸命に、発表する生徒の姿が見られました。自分の考えを表現する力

は、社会人として生きていく上で必要不可欠です。今回の経験を生かし、さらに表現力を向上させていっ

てほしいと思います。 

 

 

 
 

 

 

 8/23(火) 始業式・課題テスト 

 8/27(土) 学校開放 

 9/10(土) 文化祭１日目（仮装行列） 

9/11(日) 文化祭２日目（一般公開・後夜祭） 

9/12(月) 後片付け 

9/13(火)・9/14(水) 文化祭振替休日 

9/15(木) 教育相談週間(~23) 

9/16(金) 就職試験開始 

9/17(土) 進研マーク模試・看護医療模試（3 年） 

9/23(金) 生徒会役員選挙立会演説会・投票 

9/24(土) 体験入学(午後) 

9/26(月) 体験入学振替休日 

9/30(金) 遠足 

 

 発表者とタイトル 

２年１組 酒井 雪音 

     目黒 眞子 

２年２組 平野 菜央 

     目黒 史也 

自然科学  ３年２組 菊地 萌花 

看護・医療 ３年１組 小勝 春奈 

教育・保育 ３年２組 半澤 綾乃 

自己アピール３年２組 目黒 誠也 

人文科学  ３年２組 長谷川夏美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 


